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　子育てや教育の場で気になる子どもが目立っています。子どもを取り巻く親や教師
は、対応の難しさを感じています。しかし、子ども自身はより大きな困難さを抱えてい
るかもしれません。本講座は、気になる子どもはどのような行動傾向があるのか、親・
教師が抱える問題やストレスはどのようなものなのか、まわりの大人はどのように対
応したら良いのかについて、心理学の視点からお伝えします。

2015年

7月4日（土）　午後1時30分～午後4時30分

気になる子どもの気になる行動を読み解く

ー目からウロコの
　子育て心理学ー
目からウロコの
　子育て心理学

第1部（午後１時30分～午後2時50分）

大野　太郎　大阪人間科学大学　健康心理学科　教授
子どもと親のストレスと対処の仕方

勝間　理沙　大阪人間科学大学　医療心理学科　助教
きれやすい子どもといじめる子ども

堤　俊彦　大阪人間科学大学　健康心理学科　教授
第2部（午後3時00分～午後4時30分）

気になる子どもの心と行動

北村　琴美　大阪人間科学大学　医療心理学科　准教授
ワクワク子育てのこつ

講座終了後に相談コーナーを設けます。



大阪人間科学大学 庄屋学舎 B号館 1階 OHSホール
大阪府摂津市庄屋1丁目12－13
※自家用車での来場はご遠慮ください。

※定員になり次第締め切ります。

※本学に申し込まれた登録データは公開講座の案内のみに使用いたします。

 お申し込み人数が定員に達し受講いただけない場合にのみご通知いたします。

〒566－0012／大阪府摂津市庄屋1丁目12番13号
大阪人間科学大学　庄屋学舎
FAX：06-6381-3502　TEL：06-6381-3000
平成27年7月3日（金）

郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・保育希望の
有無（年齢・人数）をご記入の上、はがき、FAX（06-6381-3502）、
Eメール（ohs-jimu@kun.ohs.ac.jp）のいずれかでお申し込
みください。先着順に受付けいたします。

※保育希望の方は、必ずご記入をお願いします。

有・無保 育 希 望
（小学生まで）

2015
大野　太郎　オオノ　タロウ
大阪人間科学大学　健康心理学科　教授　博士（人間科学）　臨床心理士

早稲田大学大学院で博士（人間科学）を取得。最初は非行犯罪臨
床に携わりましたが、非行犯罪も心身の不調もイライラもストレス予
防が有効であると考え「ストレスマネジメント」について研究・実践
してきました。一昨年に関西福祉科学大学から移り、現在は健康心
理学科に所属しています。

勝間　理沙　カツマ　リサ
大阪人間科学大学　医療心理学科　助教　博士（学術）

兵庫教育大学連合大学院で博士（学術）を取得後、鳴門教育大学
予防教育科学センター研究員を経て、2012年4月より現職。小学
生を対象に攻撃性の研究を行ってきました。他者援助、思いやりに
関する特徴との関連についても関心をもち、“いじめ予防”や“向社
会性育成”の教育プログラム作成にも携わりました。

堤　俊彦　ツツミ　トシヒコ
大阪人間科学大学　健康心理学科　教授　博士（Ed.D）　臨床心理士

ボストン大学大学院で学位（Ed.D）を取得。昨年4月より福山大学
から異動しました。発達障害の子どもを対象に臨床を行っていま
す。研究では、仲間づくりを促すグループセラピーなどをテーマとし
ています。学習障害児の学習支援教室、対人コミュニケーションが
苦手な子どもの社会性促進のための教室を開催しています。

北村　琴美　キタムラ　コトミ
大阪人間科学大学　医療心理学科　准教授　博士（人文科学）

お茶の水女子大学人間文化研究科博士課程を単位取得後退学。
2005年4月より現職。障害児を持つ家族へのメンタルヘルスサ
ポートプログラムの開発に携わっています。家族の苦悩低減、精神
的な健康促進を目指し、アクセプタンス＆コミットメント・セラピーに
基づくワークショップを実施、効果検証に取り組んでいます。
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